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今年で３回目のはばたけ秋まつり。楽しみにして下さる方も増え、悪天候にも関わらず 300 名を 

超えるお客様にご来場いただき、小さな会場が賑わいました。また、はばたけらしい装飾も、日常の 

活動を垣間見ていただく良い機会となりました。毎年好評のピクリプさんと地域の皆さまのステキな 

ステージと、模擬店、ミニバザーなどの企画も、出演者・ボランティア・ほのぼのネットさん・家族 

会などのご協力をいただけてのことと感謝しています。 

また、今年は「工房時」「野ざきの家」と合同開催となり、「時の焼きうどん」 

も好評で模擬店も盛況でした。地域の皆さまが自然に集える場として、これ 

からもあったかいはばたけらしい秋まつりを作っていきたいと思います。 

ご来場いただいた皆様、ありがとうございました。 
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連携を意

障害者の

強、今年

 心身の障

い社会環境

 私は、多

外傷性骨髄

なることで

れることや

なりました

 ところが

させられま

ょう。 

 つまり、

面と、それ

う。前者は

によって、

 今回の障

に地方自治

業所にはそ

 おおぞら

があっても

利用者の皆

組んでいき

 そのため

耳を傾け、

の連携を密

合い、情報

したいと願

自分たちだ

を重ねる年

終わりに

また今年も

上げます。

     

新春

     

日第 3 種郵便物認

意識した実

の権利条約が

（2016 年）

障害の社会的

境を整えるた

多くの皆様も

髄炎という病

で、日常生活

や、周囲の人

た。 

が、左腕が不

ました。これ

心身に障害

れによって社

は個人の努力

困難な状況

障害者差別解

治体等の公的

その努力を求

ら会では、こ

も誰もが地域

皆さんの「声

きたいと思い

めに、当法人

ご町内はも

密にして実践

報交換を重ね

願っています

だけで自己完

年にしていけ

になりました

も変わらぬお

 

     

春のお

      

認可(毎月 18 回 1

実践  

が批准されて

4 月には障

的側面での障

ための法整備

もご存じのよ

病気になり、

活の面で不便

人たちの手助

不自由である

れは個人の努

害があること

社会的な不利

力や、適切な

況を軽減した

解消法は、こ

的な機関には

求めています

これまでも、

域社会の一員

声」にしっか

います。 

人では、ご本

もちろん地域

践を重ね、個

ねてより良い

す。つまり、

完結せずに、

ければと願っ

たが、新しい

お力添えを賜

     

喜び

     

･2･3･5･6･7 の日発

て約２年が経

害者差別解

障壁を減らす

備が一応整っ

ように、小学

左腕が不自

便なこともあ

助けも得て、

ることを理由

努力では乗り

とによって、

利益や生きに

な医療や教育

たり解消した

この後者の社

は、「合理的

す。 

そしてこれ

員として普通

かりと耳を傾

本人やご家族

域にある様々

個々の職員は

いサービスの

個人レベル

様々な「連

っています。

い年の皆々様

賜りますよう

     

を申
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発行) 2015 年 12

経ちました。

解消法という

すべく、障害

ったことにな

学生の時に

自由になると

ありますが、

いつの間に

由に、高等学

り越えられな

日常生活を

にくさに直面

育や訓練によ

たりするこ

社会的な障壁

的な配慮」を

れからも、新

通の暮らしが

傾けつつ、職

族の皆様の

々な関係機関

は常に互い

の提供と創造

ルでも法人

連携」を意識

。 

様のご多幸

う、心からお

  

し上げ

2 月 24 日発行Ｓ

。また障害者

う新しい法律

害者の権利

なります。

学校の授業

という後遺症

、これは個人

にかあまり不

学校の受験を

ない、社会的

を送るうえで

面させられと

よって、後者

とができる

壁を除くこ

をすることを

新しい法律の

ができるよ

職員一同気持

ご希望に 

関・団体と

に相談をし

造に貢献 

レベルでも

識して実践

をお祈りし

お願い申し

げます

ＳＳＫＰ増刊通巻

社会福祉
理事

者虐待防止法

律も施行され

を擁護し、生

業中に大けが

症が残りま

人的な努力

不便も感じず

をさせても

的な障壁が存

で様々な不便

という側面が

者は社会の側

ということ

とを大きな

を義務付けて

の有無にかか

う、そしてそ

持ちを合わせ

、 

、 

す 

巻 6214 号はばた

祉法人お
事長 西

法が施行さ

れます。 

生きやすく

がをしたこと

した。左腕

や、訓練や

ずに生活で

らえないと

存在したと

便に直面す

があると言

側の障壁を

だと思いま

テーマとし

ており、私

かわらず、

それが続け

せて必要な

たけだより NO.1

おぞら会
原雄次郎

れて約３年

暮らしやす

とが原因で、

が不自由に

、そして慣

きるように

いう体験を

言えるでし

るという側

えるでしょ

なくす努力

ます。 

ており、特

たち民間事

心身に障害

られるよう

ことに取り
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新年あけ

早いもので

生活できる

 さて、昨

「はばたけ

ゼントとし

でしたが、

備で、種を

「風船かず

皆さんが参

ステージ鑑

域の皆さま

た時間とな

イベントへ

との関わり

きたいと思

 

 12 月には

しい会にな

欲」が「健

開け笑って

では「食」

生活」に繋

準備して下

た事でもあ

の子どもは

すし、その

す。各家庭

はならない
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けましておめ

で新年が始ま

る様、今年も

昨年末を振り

け秋まつり」

してお客様に

当日の天候

を入れる袋を

ずら」と書い

参加すること

鑑賞は室内だ

まと一緒に生

なりました。

への参加は、

りの大切な機

思います。 

は恒例のク

なりました。

健康の秘訣」

ている姿が印

と「笑」と

繋がっていく

下さいました

あるので「昔

は子どもなん

の思いはお子

庭、それぞれ

いと思いまし

     

認可(毎月 18 回 1

めでとうござ

まりました。

も支援して参

り返ると、地

にてジュー

にお渡ししま

候がイマイチ

をきれいな千

いて種を入れ

とができまし

だったので参

生演奏を楽し

 

日頃お世話

機会として、

リスマス会

まずは職員

であるんだ

印象的でした

と「喋る」を

くものと思っ

た。お互い見

昔は子どもに

んだなと思い

子様たちにも

れの歴史があ

した。 

     

･2･3･5･6･7 の日発

ざいます。本

野ざきの家

参りたいと思

地域でのイベ

ースの販売を

ました。当日

チ、気温も低

千代紙で折り

れて…と、何

した。楽しみ

参加すること

しむことがで

話になってい

これからも

を開催しま

員で考えた豪

だなと思い

た。その「笑

を大切にし

っています。

見せ合った

にやったな

いました。

も伝わって

あります。

   来年

地域包

「地域

型サー

地域で

索して

法人の

う今年
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本年もよろ

家では、利用

思っておりま

ベントが目

をし、野ざ

日は利用者の

低かったので

り、できた袋

何かしらの形

みにされて

とができ、地

でき、充実

いる地域の方

も積み重ねて

ました。こち

豪華な料理

ました。職

笑う」も「

ていて、そ

。プレゼン

りして大変

ぁ」としみ

その思いが

るからこそ

その歴史を

年度から三鷹

包括支援セ

域」を繋い

ービス」に

で出来るこ

ていきたい

の使命でも

年も邁進し

2 月 24 日発行

しくお願い

用者の方々

ます。 

白押しでし

きの家で獲

の皆様も一

で断念しま

袋に 

形で 

いた 

地 

し 

方々 

てい 

ちらも手作り

理！皆さん本

職員がお見せ

健康の秘訣

の成果が「

トはお一人

変喜んでいま

みじみとおっ

が年をとって

困ったとき

大切にする

鷹市でも「

ンターを中

でいく柱と

位置付けら

とがあるの

と思ってい

あります。

て参ります

ＳＳＫＰ増刊通

申し上げま

が「健康」

た。野ざき

れた「風船

緒にお手伝

した…。し

り感満載の

本当に良く食

せした余興で

訣」であると

「健康」に結

人お一人に合

ました。皆さ

っしゃる姿を

ても残ってい

きに手を貸し

ることも支援

地域包括ケ

心として本

なっていく

れている「

か？という

います。「地域

「地域に根差

す。     

通巻 6214 号はば

す。 

で「その人

の家として

船かずら」の

伝いをして下

かし、当日

「野ざきの家

食べます（笑

では、皆さん

と思います。

結びつき「そ

合うものをサ

さんもお子様

をみて、いつ

いることは素

してくれるの

援者として意

ア会議」と

本格始動して

ものであり

「野ざきの家

うところを、

域貢献」の志

差した事業所

（管理者 

ばたけだより NO

 

人らしく」

ては初めて

の種をプレ

下さる予定

までの準

家」らしい楽

笑）その「食

ん大きな口を

野ざきの家

その人らしい

サンタさんが

様にやってい

つまでも自分

素敵なことで

のだと思いま

意識しなくて

いうものが

ていきます。

り「地域密着

家」でも何か

今年一年模

志は社会福祉

所」になるよ

齋藤貴彦）
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新年明けましておめでとうございます。おかげさまで良い新年を迎えることができました。本年も

よろしくお願い申し上げます。 

 

 さて、工房時では 10 月１日～2 日、秋の那須に行ってきました。「職場会議」で意見を出し合いなが

ら、どこに行くか、どうやって遊ぶか、昼食はどうするか、といったことを決めていき、紆余曲折しな

がらも、みんなでつくった旅行になりました。 

  

１日目は東武ワールドスクエアー、自由の女神、ピラミッド、パルテノン神殿、万里の長城、東京ス

カイツリー・・・世界中の観光名所や世界遺産を半日で楽しむことが出来ました。記念写真を撮るのに

忙しい人、建物を観ながら散策を楽しむ人など様々でした。 

夜は恒例の宴会。お酒を酌み交わす人、おしゃべりをする人、 

カラオケで歌う人・・・みんなで楽しむことが出来て、とても 

良い交流になりました。部屋に戻ってからも、交流が続いてい 

た人たちもいたようです。 

 ２日目は那須ハイランドパークとどうぶつ王国、二つのグル 

ープに分かれて楽しみました。ハイランドパークは都心の遊園 

地とは違って自然の中にあり、雄大な景色を観ながらアトラク 

ションを楽しむことが出来ました。また、どうぶつ王国では、 

動物たちを間近に観ることが出来ました。ペンギンやカピバラ 

がとってもかわいかったです。行く先々でお土産を買うのに忙 

しい人もいました。旅先での買い物は楽しいですね。 

  

所員の皆さんといっしょに遊んで、食べて、お酒を飲んで、語り合って・・・楽しい時間を共有し、

関係がさらに深まったように感じます。また様々なことを考えさせられました。一人一人が楽しんでい

る姿を見ることはうれしく、ほっこりとした気持ちにさせてくれます。さらに宴会でお酒を酌み交わし

ている人たちの様子を観て「大人の付き合いをしているなあ」と感じさせられ、頼もしい気持ちになり

ました。その様子は会社の宴会といった雰囲気でした。 

 

そのことから、ついつい「福祉施設の旅行」と 

いった枠で考えていた自分がいたことに気付かさ 

れました。仕事をしている場面とは違う時間をい 

っしょに過ごし楽しむことで、所員のみんなが大 

人であり社会人であるという、あたり前のことを 

再確認させられました。いっしょに楽しみながら、 

心の中で反省している自分がいました。          

 

（管理者 立野信行） 
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現在、

す。件数で

ニーズが

トあすは

先日、

てから帰

ガイド利

ーさんと

また別の

が、利用

吹き飛ん

多くの

けてくれ

ルパーの

エピソー

トあすは

な１年を

      

 

あすは

放課後過

手ぜまな

ちが多い

 ただ、

5 時近くに

すでに春

 

 

 

 

 

★ お願

子供服

活動中

ご提供

サポ

あす

3 日第 3種郵便物

サポートネ

で言うと月

あるという

」だという

あるヘルパ

りたいなぁ

用をされる

は「夕飯も

ヘルパーの

者さんが満

でいます！

ヘルパーが

たとしたら

方々も利用

ドでした。

」が解決し

歩んでいき

       

Ｋｉｄｓは

過ごす場です

ため、また

ので、でき

“秋の日はつ

になると辺

が待ち遠し

願い ★ 

服を譲って

中に汚れた

供いただけ

あす

ポートネ

は ki

物認可(毎月 18 回

ネットあすは

300～350

こと、そし

ことを実感

パーの方から

と話してい

ことの多い

一緒に食べ

の方は「ガイ

満面の笑顔で

」とお話さ

が関わる中で

、とても嬉

用者の皆さん

これこそが

ていかねば

きたいと考え

      

は、障がいの

す。子活動室

た、体を動か

きるだけ戸外

つるべ落と

りは暗くな

しい今日この

てください。

たりしたとき

ける方は、 

すは Kids 0

ネット

ds [放課

1･2･3･5･6･7 の日

はでは、毎月

件です。こ

て、たくさ

感します。

ら「（利用者

いましたよ。」

い方です。夕

べたいなぁ」

イドが始まる

で迎えてくれ

されていたこ

で、Ａさんが

嬉しいことで

んから、たく

が移動支援の

ばならない課

えています。

のある子ども

室はあるので

かいしたい子

外に出かけま

し”ですので

ってしまい

の頃です。（管

。サイズは

きに着替え

422－36－

トあす

課後等デイサー

5 

日発行)2015 年 12

月 100 名ほ

うして数字

んのヘルパ

の）Ａさん

」とガイド

夕食前にはご

と思ったの

るまでは上手

れるので、い

ことがありま

が「気の合う

です。そして

くさんのこと

の醍醐味なの

課題は沢山あ

    

 

もたちが

ですが、

子どもた

ます。 

で、夕方

います。 

管理者 三

は 140 センチ

えるためのも

5151 まで

すは

ービス]

月 24 日発行ＳＳ

【移動支援[居

どの方に移

字で見てみる

パーさんに支

が、気の合

報告を受け

ご自宅に帰ら

のかもしれま

手くいくか不

いつの間にか

ました。 

うヘルパー」

て、私たち職

とを与えられ

のかもしれま

ありますが、

     

浦明雄） 

チ前後のも

ものです。

  ご連

ＫＰ増刊通巻 621

宅介護]事業】

移動支援をご

ると、これだ

支えられてこ

合うヘルパー

ました。Ａ

られるのです

ません。 

不安です 

か心配も 

を見つ 

職員やヘ 

れているのだ

ません。これ

また気持ち

   （管

＜思い出の

もので、男の

新品でな

連絡ください

14号はばたけだよ

 

  

ご利用いただ

だけ多くの移

こその「サポ

ーさんとは夕

Ａさんは土日

すが、この日

だなと改めて

れから「サポ

ちを引き締め

管理者 鷹觜

の多摩川の河辺を

の子用です

くて構いま

い！ 

よりＮＯ.129 

       

だいていま

移動支援の

ポートネッ

夕食を食べ

日の日中に

日のヘルパ

て感じた 

ポートネッ

めて、新た

觜 綾） 

を散策中＞ 

す。 

ません。
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に来ていた

のお話を聞

とで「大切

来ていただ

今年も、

つけてみが

実際に赤い

な歯に驚く

きれいにし

やかにみん

をしている

めて確認す

ずっと自分

     

毎年人気で

はばたけと

け、完走す

メラにおさ

役目を果た

れー」とい

感を味わう

第 3種郵便物認可

     

     

ただき、歯科

聞いたり“習

切なんだ」と

だけることは

歯みがきの

がき残しをチ

い液を塗って

く姿、そして

したり、とな

んなで学ぶこ

る職員にとっ

することがで

分の歯で食べ

     

で抽選にもれ

と工房時の合

することがで

さめることが

たしてくれま

いう声をいた

うことができ

可(毎月 18 回 1･2･

     

     

科講話の時間

習う”という

と実感できる

はありがたい

の大切さをお

チェックして

てもらい、鏡

て白い歯に戻

なりの友だち

ことができま

っても、みが

でき、よい機

べられるよう

     

れてしまうこ

合同チームも

できました。

ができないほ

ました。また

ただき、疲れ

きました。 

3･5･6･7 の日発行

     

  はばた

の取り組

間をもってい

う機会は貴重

る人も多いの

いことです。

お話しいただ

て正しいみが

鏡を見て「わ

戻そうと一生

ちと確認し合

ました。日常

がきにくい場

機会になりま

う、毎日のケ

     

こともある

も今年は 2

。はばたけか

ほど俊足で駆

た、B チーム

れた体を奮い
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行) 2015 年 12 月

     

たけでは年

組みとして

いただいて

重であり、

ので、この

。 

だき、実際

がき方を習

わー！」と

生懸命みが

合ったりと

常、歯みが

場所などを

ました。お

ケアを大切

 今年も

で、仲良

くらいで、今

チーム当選

から参加の

駆け抜け、

ム瀬戸さんは

い立たせゴ

後日

走っ

ら撮

そん

に参

  

月 24 日発行ＳＳ

 

【生活介

に１回、三

歯科衛生士

います。専

毎年繰り返

ように継続

に試薬を 

いました。

真っ赤 

いて 

にぎ 

き介助 

あらた 

いしく 

にしていき

出場しまし

良しさんで

今年は全部で

選し、8 名＋

A チーム橋

運動神経の

はアンカー

ールテープ

日、ご近所の

てたね。写

ってくださ

なうれしい

加する意義

    

ＫＰ増刊通巻 6

介護事業】 

鷹市 

さん 

門家 

すこ 

して 

 

たいですね

した！三鷹市

…4 名１組

で 200 チー

伴走職員た

橋本さんは、

良さを活か

ということ

を切り、拍

の農園のご主

真撮ったか

った写真を

交流こそが

だとあらた

     

6214 号はばたけ

ね。 

市民駅伝。職

で参加する

ムが参加し

たちが三鷹市

走っている

かしてタスキ

で、沿道か

拍手喝さいを

主人から「は

からあげるよ

をいただきま

が、施設とし

ためて感じま

 （管理者

けだより NO.129

職場で、学校

この駅伝は

したそうです

市内を走り抜

るところをカ

キをつなげる

から「がんば

を浴びて達成

はばたけさん

よ」と沿道か

ました。 

して市民駅伝

ました。 

者 入倉暁子

校

は、 

す。 

抜 

カ 

る 

ば 

成 

ん 

か 

伝 

子） 



1977年12月3日

 

 

  新年、

お慶び申

さて、

 法人の各

における

くる取り

に、あら

だくこと

応援の輪

後援会員

今後とも

  

 

★後援会新規

個人６５名、団

 

★後援会へ寄

５名の方からご

ありがとうござ

 

 

 

 

 

 

 

 

車両： トヨ

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

車両： トヨ

     

「はばた

を納入済

日第３種郵便物認

あけまして

申し上げます

おおぞら会

各事業所・関

るバザー等の

り組みを行っ

らためて感謝

と、また社会

輪を広げてい

員の皆様、お

も、ご協力の

規ご入会・ご更

団体１社からご入

寄附（敬称略）

ご寄付をいただ

ざいました。  

タ ハイエー

タ ハイエー

     

たけだより」

済みの方に

年会費は

郵便口座

認可(毎月18回1･2

ておめでとう

す。本年もよ

会後援会では

関係者の皆様

の収益活動や

ってきました

謝申し上げま

会福祉法人運

いけるよう、

お一人お一人

のほどよろし

更新（敬称略）

入会・ご更新を

            

きました。  

      

ース 

ース    

      

」郵送分に

もすべてお

＊後援会

年会費

は、お手数です

座 00160-0-

2･3･5･6･7の日発行

うございます

よろしくお願

は、今年度も

様のご尽力に

や、また地域

た。ご協力い

ます。おおぞ

運営の大変さ

本年も後援

人の力が集ま

しくお願いい

 

をいただきました

          ★

          

       

     

     

（以上

に振込用紙

お配りして

会へのご入会

費 １口 個人…

すが直接お持ち

39163  口

行) 2015年12月

す。皆様にお

願いいたしま

も会員拡大の

により、左記

域とのつなが

いただきま

ぞら会を知

さなどを伝え

援会として一

まれば、法人

いたします。

た。ありがとうご

★後援会経由

 個人５名、法人

ありがとうござ

    

 ７ 

上、9/1～11/30

社会福祉

～車

 

禅林寺

いただ

現在、

ます。

誠にあ

を同封させ

おりますの

会・ご更新を

…２０００円

ちいただくか

口座名義：

月24日発行ＳＳ

おかれまして

ます。 

のほか、 

記の行事 

がりをつ 

した皆様 

っていた 

えながら、

一層の努力

人にとって

。 

ございました。

 法人・各事

人１社からご寄

ざいました。

0 集約分）皆

祉法人おおぞ

両のご寄附

寺龍華会基金

だきました。

、「野ざきの家

これからも大

ありがとうご

せていただ

ので、その

をお願いいた

団体…１００

、下記の口座

社会福祉法

5/23 後援会

8/9 あすは

10/17 はばた

11/29 社協　福

12/20 あすは

ＳＫＰ増刊通巻6

ては、ますま

をしてまい

とても大き

事業所へ寄附

付をいただきま

皆様ありがと

ぞら会後援会

附の御礼～

金さまより、福

家」の送迎業

大切に使わせ

ございました。

きました。

旨ご了承く

たします＊ 

００円 

にお振込みくだ

法人おおぞら

会総会・親睦会

は・Ｋｉｄｓ　夏祭り

たけ秋祭り

福祉バザー

は・Ｋｉｄｓ　クリスマス

27年度　主な活動

6214号はばたけ

ますご健勝

いりたいと思

な支えとな

（敬称略） 

ました。 

うございまし

会 会長 吉

 

福祉車両のご

業務に大活躍し

せていただき

。 

すでに今

ください。

ださい。 

ら会後援会 

ミニバザー

ミニバザー・模擬

バザー

ミニバザー

動

けだよりNO.129

のことと 

思います。

なります。

した。

野 壽夫 

ご寄附を 

しており 

きます。 

今年度分

 

擬店
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社会福祉法人おおぞら会 

・ｱｸﾃｨﾋﾞﾃｨｾﾝﾀｰはばたけ（生活介護事業）          三鷹市野崎3-17-9   tel 0422-32-3234 

・工房 時（就労移行事業･就労継続B型）            三鷹市野崎2-6-41     tel 0422-30-5571 

・野ざきの家（小規模多機能型居宅介護事業）          三鷹市野崎2-6-41    tel 0422-30-5575 

・サポートネットあすは（移動支援[居宅介護]事業）     武蔵野市八幡町1-6-1  tel 0422-36-5151 

・あすは Kids（放課後等デイサービス）           武蔵野市八幡町1-6-1 tel 0422-36-5151 

・ショートステイさくら（短期入所事業）       三鷹市井の頭4-22-6  tel 0422-32-3234

1977 年 12 月 3 日第３種郵便物認可(毎月 18 回 1･2･3･5･6･7 の日発行) 2015 年 12 月 24 日発行ＳＳＫＰ増刊通巻 6214 号はばたけだより NO.129 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓上（木製板付き）カレンダー １３００円 

            差し替え用カレンダー（板なし） ７５０円 

       

＊てすきの風合いがやさしいカレンダー。どんな空間にも合います！＊ 

 

               

    

あたたかな風合いのてすき名刺が、 

ごあいさつの場を和ませてくれます！ 

＊1 枚 30 円（50 枚より注文をお受けします）＊ 

   

  お問い合わせは、はばたけまで。HP もご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

はばたけの裏に新築の戸建て住宅が3件建ちました。さっそく2件入居が決まり、ともに小さなお子さんのいる若いご夫婦でした。 

ご挨拶に伺い施設がにぎやかな環境であることなどお伝えすると、「逆に子どもの教育にもなりますから」「元々地元なのでわかって 

ますから大丈夫ですよ」とあたたかい言葉をいただきました。施設が地域にある…ということの意味をあらためて教えていただいた 

ようで、はっとさせられました。いただいた言葉に応えられるような施設にしていけるよう、今年もがんばらないと！…ですね。    

みなさまにとって良い年になりますように。本年もよろしくお願いいたします。              （いりくらあきこ） 

発行 障害者団体定期刊行物協会 〒157-0073東京都世田谷区砧6-26-21 〔頒価 50円〕 

企画･編集 社会福祉法人おおぞら会   編集責任者:入倉暁子  
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